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アジャイル開発での品質向上
アジャイルテスターの役割とは︕︖
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株式会社ヴェス

所在地(東京) 東京都新宿区四谷2-11-6 FORECAST四谷7F
所在地(岩手) 岩手県滝沢市巣子152-409 滝沢市IPU第2イノベーションセンター 研究室2-4
加盟団体 一般社団法人 ＩＴ検証産業協会（ＩＶＩＡ）

東京商工会議所 渋谷区支部

ＶＥＳは、IT関連製品を中心としたソフトウェアの品質を評価する
“第三者検証の専門会社”です。

製品における機能不具合の発⾒から、ユーザビリティに関する問題に⾄るまでの、
“総合的な品質検証サービス”を提供しております。
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1. スクラムにおける品質保証、テスティングの問題点
2. 実際のプロジェクトにおける問題と⽴て直しの例
3. アジャイルテスターの役割とは
4. 問題解決プラクティスと残存課題
5. BizDevOps＋QAの今後に向けて

本日の流れ
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スクラムにおける品質保証、テスティングの問題点
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実際のプロジェクトにおける問題と⽴て直しの例

要件定義 基本設計 詳細設計 実装・UT テスト

テスト計画 テスト設計 テスト実⾏

開発チーム QAチーム

 テスティングの5W1H
When ︓設計後に
Where ︓QAチームだけがいる日本で
Who ︓独⽴したQAの組織が
What ︓構造ベースのテストを
Why ︓正しく作られている事を確認するために
How ︓設計書・仕様書をもとに

空白期間

 顕在化した問題
1. チームごとの責任範囲と着手時期がずれ

ている
2. 構造を網羅するためのドキュメントが⼊

手できない
3. 変更が多く、テストの内容がいつまでも

確定できない・正解が確定できない

改善前の状況
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実際のプロジェクトにおける問題と⽴て直しの例

要件定義 基本設計 詳細設計 実装・UT テスト

要件分析 テスト実⾏

開発チーム

QAチーム

テスト設計

 テスティングの5W1H
When ︓要件定義時点のから
Where ︓QAチームだけがいる日本で
Who ︓独⽴したQAの組織が
What ︓要件ベースのテストを
Why ︓プロダクトオーナーの要求が実現されているかのために
How ︓ユーザーストーリーから

実際はこのサイクル
が短く回っていく

改善後の状況
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実際のプロジェクトにおける問題と⽴て直しの例

プロダクト
オーナー

スクラム
チーム

スクラム
マスター

開発者開発者ビジョンと価値、優先順位

成果物

支援
支援

 テスティングの5W1H
When ︓実装しながら
Where ︓開発の現場で
Who ︓開発者⾃⾝が
What ︓単体・結合テストを
Why ︓動作することを確認するために
How ︓⾃⾝のコードをもとに

設計・実装・テスト
全てを担う

設計・実装・テスト
全てを担う

規格適合出来ない規格適合出来ない

改善前の状況
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実際のプロジェクトにおける問題と⽴て直しの例

プロダクト
オーナー

スクラム
チーム

スクラム
マスター

テスト
担当

開発者開発者

テスト担当テスト担当
エビデンス管理・トレーサビリティ管理・

テスト結果の提供を⾏う
エビデンス管理・トレーサビリティ管理・

テスト結果の提供を⾏う
 テスティングの5W1H
When ︓開発と並⾏して
Where ︓開発の現場で
Who ︓第三者が
What ︓結合テストを
Why ︓要求との整合を確認するために
How ︓バックログから

テスト担当者は、要求に対するテスト結果
までのトレーサビリティ情報を提供し、エ
ビデンスの管理、テスト結果から得られる
品質情報を提供するハブ的な役割

改善後の状況
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アジャイルテスターという役割
 事例１つ目のテスティングの5W1H
When ︓要件定義時点のから
Where ︓QAチームだけがいる日本で
Who ︓独⽴したQAの組織が
What ︓要件ベースのテストを
Why ︓プロダクトオーナーの要求が実現されているかのために
How ︓ユーザーストーリーから

 事例２つ目のテスティングの5W1H
When ︓開発と並⾏して
Where ︓開発の現場で
Who ︓第三者が
What ︓結合テストを
Why ︓要求との整合を確認するために
How ︓バックログから
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問題解決プラクティスと残存課題

 おなじみ
• バーンダウンチャート
• KPT
• かんばん

 亜流
• プランニングポーカー（もどき）

 ⾃⼰流
• バックログ（ユーザーストーリー）トレース
• クライテリアベーステスト（受け⼊れテスト︖）
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問題解決プラクティスと残存課題
Product Backlog

Splint Backlog

Splint Planning

User Story

Dev

Test criteria
Testing
Task

Incident Report

Test Result

修正対象をBacklogとして積むかどうかによって異なる

クリアしたTest Criteriaは粒度を上げて次のDailyのTestに積む事で品質を上げていく(要調整)

User Storyから受け⼊れ基準
をTest Criteriaとして作成

一つのCriteriaをTaskと
して積む事で管理

User Story

Test criteria

Test Result

Splint Backlog Dev Result

要求〜テスト結果までを
含めて一連のBacklogが
正しく実現出来たかの結
果とする

Cut off

Next Challenge

Productとしての統合し
切り出すか次回チャレン
ジ等の判定

Test ResultTest criteria

統合された要求のCriteriaのみ
を収集し、再Testを⾏う

Daily

Weekly
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Agile
Tester

Service

株式会社ヴェス
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VESは第三者検証専門会社として、お客様の製品の
品質向上の為に必要な検証ソリューションを今後も
提供して参ります。

本資料をご閲覧いただいた上で、お客様のより良い
製品・サービス開発の一助として、弊社の検証ソ
リューションをご活用いただけますよう、よろしく
ご検討をお願い申し上げます。

【お問い合わせ】 株式会社ヴェス 営業本部
TEL︓03-6457-7737
FAX︓03-6457-7751

E-mail︓ves_sales@ves.co.jp




